
ESDfc2016CR記録 
2016年 10月 29日-30日	 12時間研修 
 
参加者: 6名 
ファシリテーター:かくたなおこ 
 
■	ねらい 
スキル指導というのは、技術だけを伝えることができるように、思っている指

導者もいるのではないだろうか?	 アクティブ・ラーニングや参加型、グループ
討議の技術を学べば良いと考えていないだろうか? 
わたしたちが長らく「参加型学習」という学び方・教え方を実践して来て、ス

キルの背景にはしっかりとした価値観があると実感して来ました。 
セルフエスティーム、自尊感情を育てるのはなぜか? 
対立の扱い方を実践するということはどういうメッセージを相手に伝えるだろ

うか? 
なぜ協力するのでしょうか? 
前回の「人権」同様、実はスキル指導も「価値観」を育てることにつながりま

す。だからこそ、「わたし」「あなた」「みんな」のスキルや「肯定的な風土づく

り」「対立は悪くない」「問題提起を受け止める」ことが人権尊重につながるの

です。 
指導者には、そのような価値観を自分自身も身につけていること、指導してい

るスキルと自分自身の実践が一致していることが求められます。 
 
■	プログラムの流れ 
 
セッション 1	 共通基盤づくり 
セッション 2	 対立の扱い方 10則	  
セッション 3	 ふりかえりとまとめ 
セッション 4	 カリキュラムづくり 
セッション 5	 対立の扱い方とバリア 
セッション 6	 個人的行動計画 
 



■	 記録 
セッション 1	 共通基盤づくり 
11:00-12:30 
1.	 スキル習熟にとって大切なこと、五原則	 [ペア作業→全体作業] 

 

 

○スキルというのは、できるようになれば、そのこと自体が動機付けとなって、

成長や次なる挑戦に繋がって行くものだ。 
できるようになることで内発的に動機付けられる。 
できるようになるまでやる。そのためにはたがいの励まし合いなんかも大切だ

ということだね。 



2.	 二日間の話し合いの心がけ	 [ペア作業→全体共有] 

	 	 	 	

 

3.	 ジャーナルづくり	 表紙に「対立の扱い方」を学ぶことの目標は何かを書く。
[個人作業→全体共有] 
4.	 研修への期待、自己紹介 
 
 
 



セッション 2	 対立の扱い方 10則	  
13:40-15:40 
「対立は悪くない」という ERIC が
『対立から学ぼう』の著者らによる

セミナーから学んだことから再度ま

とめた 10の概念について、その概念
を共有するためのアクティビティを

通して、学んで行く。 
 
 
 
1.	 対立は悪くない[連想図、個人作
業 6’] 
 
2.	 対立の扱い方、「利点と限界」 
CR p.89、CRS p.19参照 
「わたしの対立の扱い方は・・・」 
 
3.	 対立は激化する・内在化する 
 
4.	 怒りの温度計 
 
5.	 わたしメッセージの練習	 「対立の記録シート 1,2」CRS p.20-21、事実と
感情を分けて認識できるようにする 
 
セッション 3	 ふりかえりとまとめ 
16:00-18:00 
1.	 対立の記録をつける	 Skill p.24	 本当に満たされたいことを確認する・名
付ける 
2.	 『対立から学ぼう』テキストリーディング	 分担読み、全体にフィードバッ
ク 
3.	 CRのテキストの特徴とすすめ方 

 



4.	 元気の出るカード	 CR p.242 
5.	 感謝・つながり	 	 CR p.242 
 
セッション 4	 カリキュラムづくり 
9:00-11:30 
1.	 昨日のふりかえり	 ジャーナル裏見開きに構造図をまとめる[個人作業] 
 

 
「ことば・言葉・コトバ・言語」の概念の整理と共有 
残された課題共有 
2.	 CRのカリキュラム、スキルの背景にある「価値観」を考える 



 

  
 
3.	 ロールプレイの教材づくり 
	 ・社会人チーム 
・	学校教育チーム 

 
 
セッション 5	 対立の扱い方とバリア 
12:45-14:00 
1.	 セッション 4の成果物の共有 
 



2.	 残された課題の扱い方の検討 
□バリア	 with	 	 「日本社会の○△□」 

 
 
 
セッション 6	 個人的行動計画 
14:10-16:00 
1.	 残された課題を扱う 
□バリア within 
□溝の埋め方 
□学校全体アプローチ	 Skill p.28 

 
2.	 個人的行動計画 
3.	 二日間のふりかえりと修了書 
 


